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みんな笑顔の学校づくり

糠沢っ子
伝統を受け継ぐ

～教 育 目 標～
「考える子」
「優しい子」
「元気な子」

３月は引き継ぎの月でもあります。
３月３日には、６年生への感謝の会が行われました。５年生が中心になり、縦割り班でゲ

ームやプレゼント贈呈などを行いました。１～５年生の感謝の思いが６年生に届いたと思い
ます。教室に帰ってきた６年生の笑顔が印象的でした。

同じく３日には、鼓笛移杖式も行われました。６年生が受け継いだ糠沢小の伝統を、４・
５年生が受け継ぐ番です。当日の新鼓笛隊の演奏は、練習の成果を発揮し、とてもすばらし
い演奏でした。６年生、ならびに１～３年生から惜しみない拍手が送られました。

登校班、縦割り清掃班でも新しい班長への引き継ぎが行われました。いよいよ、進級、卒
業にむけてのラストスパートです。卒業生には、たくさんの思い出を作って小学校を巣立っ
てほしいと思いますし、在校生には、進級にむけての準備と新しい学年への希望をもってほ
しいと願っています。現学年で学校に登校するのも残り１０日を切りました。一日一日を大
切にしながら教職員一同、力を合わせて指導していきます。

３・１１
東日本大震災から１２年が経ちます。本

校の子ども達は、ほとんどの子どもが産ま
れていません。ですから、震災の本当の怖
さを経験していません。だからこそ、あの
恐ろしい経験をした大人は語り継がなけれ
ばならないと思います。決して風化させて
はいけないと思います。
３月１１日が土曜日のため、明日１０日

に３・１１集会を行い、校長から糠沢っ子
に体験を語り継ぎたいと考えています。ご
家庭でもぜひ、皆さんご自身の体験を語り
継いでください。
※集会の模様もホームページにアップします。

フッ化物洗口スタート

３月８日から、フッ化物洗口がスタートし
ました。フッ素には虫歯への抵抗力を高める
とともに、虫歯を引き起こす細菌の働きを弱
める力があるそうです。
ただし、フッ素洗口をしても

虫歯は治りません。まだ、治療
が済んでいないお子さんは、早
めの受診をお勧めします。
虫歯は治療しなければ治りません。

よろしくお願いします。
＜校長のひとり言＞
私事ですが、現在歯科医院に通院中です。思うこ

とは、「早めに通えば良かった」です。心からそう
思いながら、通院３ヶ月目に入りました。


